
 
 
 
 
 

本計画は、計画(PLAN)⇒実施(DO)⇒点検・評価 
(CHECK)⇒⾒直し(ACTION)の PDCA サイクルに基
づく、環境マネジメントシステムの考え⽅により進
⾏管理を⾏います。点検・評価結果は「環境の保全
に関して講じた施策の実施状況」として取りまとめ、
公表します。公表した報告書に対して、市⺠や事業
者等から意⾒を求め、次年度以降の計画の推進に反
映します。 

なお、本計画の推進体制は下の図のとおりです。
市⺠・事業者・市がお互いの役割を理解し、各主体
が協働することはもちろん、市の関係各課が横断的
な連携のもとに本計画に位置付けた取組を推進し
ます。 

◆本計画の推進体制 
 
 
 
 
 

 計画の推進 
 

第 2 次甲斐市環境基本計画【概要版】 
発⾏⽇ 令和 4 年 3 ⽉ 
発⾏者 ⼭梨県甲斐市 〒400-0192 ⼭梨県甲斐市篠原 2610 番地 
編 集 甲斐市 ⽣活環境部 環境課 TEL:055-278-1706 

《市⺠・事業者》【Do】 
・市の施策、取組への参加、協⼒ 
・市⺠、事業者の⽬標達成への取組の実践 

《甲斐市環境審議会》【Check】 
・計画の進⾏管理 
・施策の実施状況、進捗状況の点検評価・審議 

《甲斐市環境基本計画推進庁内会議》 
【Plan+Check+Action】 

・施策、事業の進捗状況の点検 
・施策事業の推進上の課題の解決 
・施策間の調整 

《各担当課》【Do】 
・施策の実施 
・施策の進捗状況の点検 

《事務局》【Check】 
・施策の実施状況、 

進捗状況の把握 
・広報誌等による 

進捗状況の公表 

《国、県、他の市町村等》 
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サイクル 

計画の立案・修正 

施策及び事業の実施 
評価結果をもとに 
計画の見直し 

施策及び事業の 
実施状況の 
点検・評価 

 
 
 
 
 
◆趣旨と背景、計画の期間 

甲斐市では、多様な環境問題に対応するため、平成 23 年 3 ⽉に「甲斐市環境基本条例」を制定し、その基
本理念に基づき、平成 24 年 3 ⽉に「甲斐市環境基本計画」を策定しました。本市は、令和 2 年 7 ⽉に、2050
年までに⼆酸化炭素排出量ゼロを⽬指す『ゼロカーボンシティ』の実現を宣⾔し、地域の特性を活かしたバ
イオマスの活⽤や、⽊質バイオマス発電施設の稼働により、より⼀層環境にやさしいまちへと変化しようと
しています。 

このような背景の中で、市のこれからのまちづくりが、我が国の持続可能な社会の実現に資するものとな
り、次世代の市⺠まで⾒据えた誰しもが快適に暮らせる甲斐市となることを念頭に、令和 12 年までを計画
期間とした第 2 次甲斐市環境基本計画を策定するものとします。 

 

 
◆計画の対象 

本計画の対象地域は市内全域とし、対象とする環境の要素は次のとおりとします。 
区 分 対象とする要素の概要 

⾃然環境・⽣活環境 動植物や⽣態系、⾝近な環境汚染や都市型公害などに関わる環境について取り扱
います。 

資源循環 廃棄物の適正処理やリサイクルなどについて取り扱います。 

地球温暖化 脱炭素社会の実現など地域や国を超えたグローバルな視点に⽴った環境の取組
について取り扱います。 

 
◆甲斐市の望ましい環境像 
 

 
 
甲斐市の望ましい環境像を「⾃然と⽣活が調和した環境を築くまち」と定め、これを達成するために、市、

市⺠及び事業者が、対等な⽴場で共通の⽬的に向けて協⼒、連携を図っていくものとします。 
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 望ましい環境像と取組の体系 
 

基基本本目目標標  
望ましい

環境像 

自自
然然
とと
生生
活活
がが
調調
和和
しし
たた
環環
境境
をを
築築
くく
まま
ちち  

11  自自然然環環境境とと生生活活環環境境のの保保全全  

22  循循環環型型社社会会のの形形成成  

1 自然保護・自然環境の保全 

3 公害の防止 

5 環境情報の提供と共有 

2 水環境の保全 

4 環境美化活動の推進 

1 廃棄物の発生抑制・リサイ

クルの推進 

施施  策策  

2 広域ごみ・し尿処理施設の

整備 

3 循環型社会の確立 

33  再再生生可可能能エエネネルルギギーーのの推推進進とと  

地地球球環環境境保保全全  

1 再生可能エネルギーの利用

促進 

2 バイオマスの活用推進 

3 地球温暖化の防止 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

主主なな取取組組  主主なな指指標標  

  
 

【市】⾃然環境の保護の推進／優良農地の保全【市⺠】⾃然保護活動
への積極的な参加／農業体験、イベント、研修会への参加【事業者】
家と都市住⺠の交流への⽀援体制／⾃然環境に配慮した事業活動 

【市】公共下⽔道事業の推進／農業集落排⽔処理施設の管理【市⺠】
河川清掃など環境ボランティア事業への参加【事業者】⼯場、事業所
排⽔処理設備の適正な管理 

【市】苦情の相談窓⼝／空き地等の適切管理の指導【市⺠】近隣の⽣
活環境に配慮した⽣活／家庭ごみ等の野外焼却を⾏わない【事業者】
⼯場、事業所排⽔処理設備の適正な管理 

【市】環境美化清掃活動への⽀援／花と緑のあふれるまちづくりの推
進【市⺠】環境ボランティアへの積極的な参加／緑のカーテンの設置
【事業者】花と緑のあふれるまちづくり運動への参加 

【市】各種団体との連携強化／環境教育の推進／環境に関する情報の
提供【市⺠】環境教育・学習への参加／各種環境ボランティア活動へ
の参加【事業者】各種環境ボランティア活動への参加と⽀援 

【市】ごみの減量化とごみの分別の推進／海洋プラスチックごみの削
減【市⺠】ごみの減量化とごみの分別の徹底／⾷品ロスの削減【事業
者】ごみの減量化とごみの分別の徹底 

【市】剪定枝の回収／リユースの推進【市⺠】再⽣品、詰め替え品の
購⼊／リサイクル品の積極的な使⽤⾷品ロスの削減【事業者】リサイ
クル品の積極的な使⽤／環境負荷の少ない製品への改善 

【市】し尿の適切な処理の推進／広域処理施設の維持管理等【市⺠】
公共下⽔道や合併浄化槽への接続／ごみの減量と分別の徹底【事業者】
ごみの減量と分別の徹底 

【市】公共施設への再⽣可能エネルギーの導⼊【市⺠】節電、節⽔、
エコドライブ等の省エネルギーの推進【事業者】再⽣可能エネルギー、
省エネルギー設備の導⼊ 

【市】⽊質バイオマスの利⽤促進／⽊質バイオマスの熱供給の推進／
⾷品廃棄物の有効利⽤【市⺠】バイオマスセンターの有効利⽤【事業
者】再⽣可能エネルギー、省エネルギー設備の導⼊ 

【市】クールビズ・ウォームビズの普及促進／低公害⾞や次世代⾃動
⾞の導⼊促進【市⺠】公共交通機関での移動／マイバック使⽤の徹底
【事業者】再⽣可能エネルギー、省エネルギー設備の導⼊ 

認定農業者数 
50 ⼈(R2)⇒60 ⼈(R7)⇒60 ⼈(R12) 

平均 BOD 値が３㎎/Ｌ以下の 
中⼩河川の割合 

89.5％(R2)⇒93％(R7)⇒93％(R12) 

公害苦情のうち指導改善した割合 
73.1％(R2)⇒85%(R7)⇒90%(R12) 

⾃治会等における環境美化活動実施回数 
543 回(R2)⇒600 回(R7)⇒650 回(R12) 

環境学習イベント延べ参加⼈数 
0 ⼈(R2)⇒250 ⼈(R7)⇒260 ⼈(R12) 

１⼈ 1 ⽇当たりの家庭系ごみの排出量 
592.6g(R2)⇒570g(R7)⇒ 550g(R12) 

バイオマスセンターへの 
家庭⽣ごみ持込延べ⼈数 

未実施(R2)⇒200 ⼈(R7)⇒500 ⼈(R12) 

下⽔道整備⾯積 
70.9％(R2)⇒74.5%(R7)⇒78%(R12) 

メガソーラー発電所の維持管理に係る 
⽴⼊調査の回数 

２回(R2)⇒５回(R7)⇒５回(R12) 

バイオマスセンターの液肥配布延べ⼈数 
605 ⼈(R2)⇒650 ⼈(R7)⇒700 ⼈(R12) 

甲斐市地球温暖化対策実⾏計画 
（事務事業編）の⽬標達成率 

10.7％(R2)⇒30％(R7)⇒50％(R12) 



 
 
 
 
 

本計画は、計画(PLAN)⇒実施(DO)⇒点検・評価 
(CHECK)⇒⾒直し(ACTION)の PDCA サイクルに基
づく、環境マネジメントシステムの考え⽅により進
⾏管理を⾏います。点検・評価結果は「環境の保全
に関して講じた施策の実施状況」として取りまとめ、
公表します。公表した報告書に対して、市⺠や事業
者等から意⾒を求め、次年度以降の計画の推進に反
映します。 

なお、本計画の推進体制は下の図のとおりです。
市⺠・事業者・市がお互いの役割を理解し、各主体
が協働することはもちろん、市の関係各課が横断的
な連携のもとに本計画に位置付けた取組を推進し
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《市⺠・事業者》【Do】 
・市の施策、取組への参加、協⼒ 
・市⺠、事業者の⽬標達成への取組の実践 

《甲斐市環境審議会》【Check】 
・計画の進⾏管理 
・施策の実施状況、進捗状況の点検評価・審議 

《甲斐市環境基本計画推進庁内会議》 
【Plan+Check+Action】 

・施策、事業の進捗状況の点検 
・施策事業の推進上の課題の解決 
・施策間の調整 

《各担当課》【Do】 
・施策の実施 
・施策の進捗状況の点検 

《事務局》【Check】 
・施策の実施状況、 

進捗状況の把握 
・広報誌等による 

進捗状況の公表 
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◆趣旨と背景、計画の期間 

甲斐市では、多様な環境問題に対応するため、平成 23 年 3 ⽉に「甲斐市環境基本条例」を制定し、その基
本理念に基づき、平成 24 年 3 ⽉に「甲斐市環境基本計画」を策定しました。本市は、令和 2 年 7 ⽉に、2050
年までに⼆酸化炭素排出量ゼロを⽬指す『ゼロカーボンシティ』の実現を宣⾔し、地域の特性を活かしたバ
イオマスの活⽤や、⽊質バイオマス発電施設の稼働により、より⼀層環境にやさしいまちへと変化しようと
しています。 

このような背景の中で、市のこれからのまちづくりが、我が国の持続可能な社会の実現に資するものとな
り、次世代の市⺠まで⾒据えた誰しもが快適に暮らせる甲斐市となることを念頭に、令和 12 年までを計画
期間とした第 2 次甲斐市環境基本計画を策定するものとします。 

 

 
◆計画の対象 

本計画の対象地域は市内全域とし、対象とする環境の要素は次のとおりとします。 
区 分 対象とする要素の概要 

⾃然環境・⽣活環境 動植物や⽣態系、⾝近な環境汚染や都市型公害などに関わる環境について取り扱
います。 

資源循環 廃棄物の適正処理やリサイクルなどについて取り扱います。 

地球温暖化 脱炭素社会の実現など地域や国を超えたグローバルな視点に⽴った環境の取組
について取り扱います。 

 
◆甲斐市の望ましい環境像 
 

 
 
甲斐市の望ましい環境像を「⾃然と⽣活が調和した環境を築くまち」と定め、これを達成するために、市、

市⺠及び事業者が、対等な⽴場で共通の⽬的に向けて協⼒、連携を図っていくものとします。 
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